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医
療
体
制
崩
壊
防
げ
、自
粛
補
償
は
一
体
に

　

塩
川
鉄
也
議
員
は
、２
日
の
衆

議
院
本
会
議
で
安
倍
首
相
に
対

し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つい
て
、「
今
大
事
な
こ

と
は
感
染
症
対
策
に
全
力
を
あ

げ
て
い
る
医
療
現
場
を
支
え
、医

療
体
制
の
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
で

す
。」「
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
国
民
の

暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
た
め
、自

粛
要
請
と
補
償
を
一体
で
行
う
こ

と
こ
そ
、
実
行
あ
る
感
染
症
防

止
対
策
と
な
る
」と
医
療
体
制
の

確
保
と
自
粛
と
補
償
を
一
体
で

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

みなさんの声を政治にみなさんの声を政治にみなさんの声を政治に

　

日
本
共
産
党
議
員
の
質

問
に
応
え
て
、
文
部
科
学

省
が
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
休
校
す
る
場
合
で

も
、「
子
ど
も
の
居
場
所
確

保
」と
し
て
、
子
ど
も
の
受

け
入
れ
を
検
討
す
る
よ

う
、
各
地
方
自
治
体
に
促

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
（
７
日
に
出
し
た

改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

　

保
護
者
が
▽
医
療
従
事

者
▽
社
会
機
能
維
持
の
た

め
に
就
業
の
継
続
が
必
要

な
者
▽
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
仕
事
を
休
む
こ
と
が
困

難―
―

で
あ
る
場
合
と
、

子
ど
も
自
身
に
障
害
が
あ

り
、ひ
と
り
で
過
ご
す
の
が

難
し
い
場
合
で
す
。

文
科
省
が

自
治
体
に

観
光
業
は「
四
重
苦
」

　
「
４
月
に
入
り
、
旅
館･
ホ
テ
ルへの
予
約

は
９
割
減
。補
償
の
実
現
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
（
草
津
町
）」「
従
業
員
の
雇
用
だ
け

は
守
り
た
い
」「
技
能
実
習
生
の
来
日
、
見

通
し
が
な
い
」（
嬬
恋
村
）
な
ど
の
訴
え
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。必
要
な
支
援
を
迅
速

に
、国
や
県
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
の
ま
ま
いっ
た
ら

秩
父
の
旅
館
・
民
宿

が
半
分
以
上
つ
ぶ
れ

る
」「
観
光
バ
ス
は
７
〜

８
割
減
」な
ど
切
実
な

声
が･･･

　

み
な
さ
ん
の
声
、

し
っ
か
り
受
け
止
め
政

府
に
せ
ま
り
ま
す
。
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休
校
中
の
学
校
で
も

子
ど
も
た
ち
の
受
け
入
れ
を

　新型コロナウイルスの感染の拡大は、日本国民にとって戦後最悪の危機的事態
となっています。国民のいのちと暮らしを守るため、みなさんの声を聞き、政治に
生かすため全力をつくします。

危機的事態
のもとで

危機的事態
のもとで

危機的事態
のもとで

新
型
コ
ロ
ナ

対
策
で

埼玉･秩父市、寄居町で

群馬･草津町、嬬恋村で懇談



新型コロナ 感染防止のため感染防止のため

緊
急
経
済
対
策
の
抜
本
的
見
直
し
を

志
位
委
員
長
が
会
見

　

９
日
、国
会
内
で
記
者
会
見（
写
真･

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」提
供
）し
、

「
補
償
な
き
緊
急
事
態
宣
言
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
を
ひ
き

お
こ
し
て
い
る
と
し
て「
政
府
の『
緊
急
経
済
対
策
』に
つ
い

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
た
い
」と
表
明
し
ま
し
た
。

　イベントなどの開催や事業活動の自粛など
感染防止のための協力要請に対する補償等。
「国においては、主催者や事業者が安心して要
請に協力していただけるよう、強力かつ実効性
のある対策を講じること」

安心して協力できるよう
全国知事会が緊急提言

補償 ―― 欧米は大規模に補償 ―― 欧米は大規模に

地方でも次々と地方でも次々と

政府の姿勢を転換することは急務です。

新型コロナ 感染症対策･緊急要望

「自粛と補償は
セットが当然」

「自粛と補償は
セットが当然」

「自粛と補償は
セットが当然」

２
、
医
療･

介
護･

障
害
者
等
の
社

会
保
障
の
体
制
を
崩
壊
さ
せ
な
い

た
め
の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
への
対
応
と
し
て
、病
床
確
保

が
急
が
れ
る
。空
き
病
床
を
準
備

す
る
場
合
の
減
収
分
を
は
じ
め
、

感
染
症
対
応
で
必
要
と
な
る
経
費

は
、全
額
国
が
補
償
す
る
こ
と
。

（
２
）
軽
症
者
への
対
応
の
た
め

に
、
宿
泊
・
療
養
施
設
の
確
保
と

運
営
な
ど
必
要
経
費
は
国
の
責
任

で
確
保
す
る
こ
と
。

（
３
）
医
療
機
関
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
病
院
と
、一般
患
者
対

応
の
病
院
に
役
割
分
担
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つい
て
手
厚
い
支
援
を

行
う
こ
と
。

（
４
）
医
療
機
関
に
、
必
要
な

装
備
・
備
品
を
速
や
か
に
供
給
す

る
こ
と
。

（
５
）
医
療
を
最
前
線
で
担
っ

て
い
る
医
療
機
関
へ
の
補
償
を
適

切
に
行
う
こ
と
。

（
６
）
急
性
期
病
床
の
大
幅
削

減
と
な
る
公
立
・
公
的
医
療
機
関

の
再
編
・
統
合
を
直
ち
に
凍
結
し
、

撤
回
す
る
こ
と
。

（
７
）
介
護
事
業
所
の
感
染
症

対
策
の
必
要
経
費
、
デ
イ
ケ
ア
中

止
な
ど
に
よ
る
減
収
分
を
全
額
補

償
す
る
こ
と
。

（
８
）
障
害
者
施
設
に
対
す
る

報
酬
を
月
額
方
式
に
す
る
こ
と
。

就
労
支
援
施
設
で
の
自
粛
の
影
響

に
よ
る
減
収
、
利
用
者
の
工
賃
に
つ

い
て
全
額
補
償
す
る
こ
と
。

３
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
し
、
た
だ
ち
に
改
善
策
を

と
る
こ
と

（
１
）
医
師
が
必
要
だ
と
判
断

し
た
ら
、
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
を
介
さ
ず
と
も
、
速
や
か

に
検
査
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
つ

く
る
こ
と
。

（
２
）
相
談
セ
ン
タ
ー
、行
政
検

査
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
な
ど
、
対
策

の
中
核
と
な
る
保
健
所
体
制
の
抜

本
的
な
強
化
に
予
算
措
置
を
ふ
く

め
国
が
全
力
で
支
援
す
る
こ
と
。

（
３
）
抗
体
検
査
を
早
期
に
導

入
す
る
こ
と
。

（
４
）
帰
国
者
に
対
し
て
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を
し
な
い
よ

う
求
め
る
だ
け
で
な
く
、ホ
テ
ル
等

の
待
機
場
所
の
確
保
や
必
要
経
費

の
補
償
を
す
る
こ
と
。

　日本共産党党国会議員団「新型コロナウイルス感染症対策
緊急要望」（抜粋）を紹介します。

日本共産党
国会議員団

日　

本

共
産
党

主な補償措置
米 国 おとな1人当たり最大約13万円、子どもに約6万円の給付

英 国
自営業者･フリーランスに平均所得の8割を月額約33万円
を上限に給付

・中小企業に約6兆円の給付
・従業員10人以下の事業者に最大約180万円を支給
・休業する労働者の賃金100％補償
・自営業者などに約18万円給付

ドイツ

フランス

〇小事業者に１０万円（埼玉・川口市）
〇宿泊業50万、商店10万、全町民に１万円（静
岡・西伊豆町）
〇４万８千人全市民に１万円（山梨・富士吉田市）


